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はしがき

本研究は、平成１６年度～１８年度科学研究費補助金基盤研究に）（１）による共同

研究「多文化教育における「日本人性』の実証的研究」の研究成果をまとめたもので

ある。

この研究における問題意識は、この研究に先立つ共同研究「1970年代以降の在日韓

国・朝鮮人教育研究と実践の体系的研究」（科学研究費補助金基盤研究に）（２）平

成１３年度～１５年度研究代表者。中島智子）において育まれた。そこでは、１９７０

年代以降の日本の学校における在日朝鮮人教育の特徴と課題を、教師による実践報告

のテクスト分析という手法によって明らかにした。

その分析からは、在日朝鮮人教育の実践において、日本人生徒が、在日朝鮮人生徒

を「埋もれさせる」マジョリティとして、あるいは「支える」存在としてひとかたま

りに描かれたり、在日外国人生徒のとりくみを見守っているというように、後景に描

かれたりする傾向があることが見えてきた。しかし日本人の生徒たちは、実際にはさ

まざまな関係の中で貴重な学びをしている。

本研究は、その学びの形に、生徒たちの体験や意味づけの文脈から迫ろうとするも

のである。また、先行研究が、７２４本の教育実践報告を読み込み、どちらかといえば

量的な手法で在日朝鮮人教育の変遷を傭敵するものであったのに対し、本研究は、在

日朝鮮人教育や多文化に関わる学びを体験した卒業生を対象とするインタビュー調査

によって、生徒たちが体験した学びのリアリテイについての、インテンシブな深みの

ある事例研究を試みている。

本書の第１部には、その事例研究の成果を収録した。第１章と第２章は、野入が主

に担当した二つの対象グループであるｖ高校の人権フォーラムと全国在日外国人生徒

交流会について、学びの場の文化、相互性、生徒たちが体験した関係性についての分

析を記している。第３章は、中島と野入が共同で行ってきた兵庫県立神戸甲北高校の

朝鮮文化研究会の卒業生を対象とするインタビュー調査の成果である。この対象グル

ープについては、同校の朝鮮文化研究会の顧問である藤川正夫先生に、卒業生の紹介

などのさまざまなご協力をいただいた。そのご縁で、神戸甲北高校による総合学科１０

周年記念誌『挑戦する総合学科一神戸甲北高校１０年の実践一」の発刊にあたって、

中島と野入は､調査で得られた知見に基づく外部評価の執筆依頼を頂いた｡第３章は、

１０周年記念誌に載せられた我々の原稿を､神戸甲北高校のご許可を頂いた上で収録し

たものである。

本書の第２部では、研究対象を広げ、さまざまな角度から、多文化教育における日

本人性に迫ろうと試みている。ここには、日本人が少数派である学びの場における日

本人教師の経験をインタビュー調査によってとらえた中島論文、ブラジルにおける日
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本語教育を題材とした山ノ内論文、そしてアメリカのホワイトネス研究から日本人性

の研究に有益な示唆を汲みとろうとする松尾論文が含まれる。これらの章には、多文

化教育における日本人性が、どのような着眼で、いかなる方法で研究されうるのかと

いう、研究方法のレベルにおける議論につながる知見や考察が盛り込まれている。

そして、本書の第３部には、在日朝鮮人の「混血」／「ダブル」について、二人の

在日朝鮮人の研究者が、それぞれにインタビュー調査に基づく事例研究を行った成果

を収録している。朴論文は、自分自身が日本人の祖母を持つ「混血」の筆者によって

書かれた論考であり、最終章の李論文と比較するとき、「混血」「ダブル」の捉え方に

おいて、鮮烈な対照性が見えてくる。なお、「ダブル」については、野入も第２章で

若干の考察を行っている。複数の研究者が、インタビュー調査という手法を共有しな

がら各自で行った研究成果を、読み比べていただきたいと思う次第である。

最後になったが、本研究にご協力いただいた調査対象者の方々、我々の訪問を迎え

入れ、資料の提供などでひとかたならぬご協力を下さった学校の関係者の方々、そし

て総合学科１０周年記念誌に掲載された中島・野入の原稿の本報告書への収録を快く

お許しいただいた兵庫県立神戸甲北高校に、心から御礼を申し上げる。
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